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11 月早慶上理・難関国公立大模試 
英語・リスニング採点基準 

 
＊この採点基準では，部分点・別解の判断を要する問題のみ取り上げています。 

 

筆記 
 

２ 
 

問 1 説明（6 点） 

 ・上記各要素に各点を配す。ただし，誤訳・欠如の程度に応じて減点する。 
 
 
問 3 説明（8 点） 

 ・上記各要素に各点を配す。ただし，誤訳・欠如の程度に応じて減点する。 
 
 
問 4 下線部和訳（7 点） 
【解答】 
陪審団が法律を否定することはまれに起こり，たいてい陪審団は有罪の証拠があるのに被告人が罪を

許されるのを認めることになる。 
【基準】 
・誤訳・欠如の程度に応じて減点する。 
・誤字などのミスは１つマイナス１点を原則とする。 

 
  

要素 

① 合法的な米国市民 

② 18 歳以上 

③ 重罪の起訴歴がない 

要素 

① 死刑に絶対反対ではない 

② 殺人事件すべてに死刑が科されるべきとも考えていない 



2 

３ 
 

B 単語補充（5 点×2＝10 点） 
 
【解答】 
（ア）1. in  2. so  3. let 
（イ）4. with  5. have  6. known [learned] 

【基準】 
・（ア），（イ）とも，全てできて得点 5 点。 
・アルファベットの大文字・小文字は不問とする。つづりミスは認めない。 

 
 
５ 

 
A 整序英作（5 点×4＝20 点） 
 
【解答】 

(1) they manage these feats has been veiled in mystery 
(2) robots not only blended in with their biological cousins 
(3) to figure out how the simple behavior of individuals leads 
(4) do millions of brain cells give rise to thought 

【基準】 
・ミスの程度に応じて減点する。 
 

 
B 条件英作文（5 点×4＝20 点） 
 
【解答例】 
（あ）because there are many children (riding) on 
（い）should have read the news in the same state 
（う）It is noisy because forty to fifty children play all together there 
（え）complained is also puzzled, saying, “We have never wanted it 
【基準】 
・単語・イディオム・文法・語法・構文の誤り，要素の欠如の程度に応じて減点する。 
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リスニング 
 
１ 
 
【配点・解答】1 点×8＝8 点 

 

(1) ① to ② helping ③ account ④ of 

(2) ⑤ found ⑥ inside ⑦ low ⑧ in 

 

【基準】 

・1 語につき 1 点とする。 

・アルファベットの大文字・小文字は不問とする。つづりミスは認めない。 

 

 

２ 
 

【配点・解答】2 点×6＝12 点 

 

(1) A relies B 1960s C laid 

(2) D typically E resulting F Despite 

 

【基準】 

・同義語であっても, 読み上げられた表現をそのまま書いていない場合は点を与えない。 

・アルファベットの大文字・小文字は不問とする。つづりミスは認めない。 
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